
　
内
紛
と
飢
餓
で
国
外
流
出
を
続
け
る

ソ
マ
リ
ア
難
民
が
近
隣
国
の
負
担
に
な

っ
て
い
る
。
ケ
ニ
ア
ヘ
は
国
内
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
四
団
体
が
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組

ん
で
今
月
二
十
二
、
二
十
三
日
出
発
し

た
が
、
ジ
ブ
チ
共
和
国
で
も
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。

ソマリア難民の流入

　
駐
日
ジ
ブ
チ
大
使
館
の
ラ
シ

ャ
ド
・
フ
ァ
ラ
大
使
は
昨
年
暮

れ
、
輸
出
入
関
係
の
あ
る
日
本

企
業
や
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
に
救
援
を

要
請
。
今
月
二
十
日
、
ケ
ニ
ア

ヘ
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
い
る

ア
フ
リ
カ
教
育
基
金
の
金
、
立

正
佼
成
金
平
和
基
金
な
ど
と
東

京
で
記
者
会
見
し
た
。

人
口
四
十
万
人
の
小
さ
な
国
。

干
ば
つ
被
害
で
経
済
状
況
は
苦

し
い
が
、
政
治
的
に
は
比
較
的

安
定
し
て
い
る
た
め
、
以
前
か

ら
政
情
不
安
定
な
エ
チ
オ
ピ

ア
、
ソ
マ
リ
ア
の
難
民
を
受
け

入
れ
て
き
た
。
大
使
に
よ
る
と

一
九
九
一
年
初
め
ご
ろ
か
ら
ソ

マ
リ
ア
難
民
が
増
加
。
政
府
は

同
年
六
月
、
ソ
マ
リ
ア
に
近
い

1
2
1
本
の
資
金
援
助
を

　
生
活
用
品
不
足
、
病
院
も
満
員

　
ソ
マ
リ
ア
の
北
、
紅
海
入
り

□
に
面
し
た
ジ
ブ
チ
共
和
国
は

南
部
の
ア
リ
・
サ
ビ
エ
ラ
地
区

に
難
民
収
容
キ
ャ
ン
プ
四
ヵ
所

｢ジブチの病院はソマリア，エチオピ,ア

など広範囲からの鐘鰹を受け入れて満杯｣，

と地図を示すラシャド・フアラ大使‘

駐日大使訴え

を
建
設
。
エ
チ
オ
ピ
ア
難
民
用

の
Ｉ
カ
所
を
含
め
二
万
五
千
人

が
国
港
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所
、
世
界
食
糧
計
画
な
ど
の
援

助
を
受
け
て
い
る
が
、
飲
料
水

な
ど
都
市
基
盤
の
整
備
が
不
Ｔ

分
だ
と
い
う
。

　
さ
ら
に
首
都
ジ
プ
チ
も
推
定

六
万
五
千
人
の
難
民
が
路
上
で

生
后
し
て
お
り
、
犯
罪
も
頻
発

し
て
い
る
。
政
府
は
昨
年
四
月

か
ら
五
月
に
か
け
て
収
容
キ
ャ

ン
プ
ヘ
移
送
し
た
が
、
キ
ャ
ン

プ
で
も
生
活
用
品
が
不
十
分
な

た
め
大
部
分
の
難
民
が
首
都
に
。

戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
。

　
現
在
も
毎
日
百
圭
一
百
人
の

難
民
が
流
れ
込
み
、
キ
ャ
ン
プ

に
は
医
療
機
関
が
な
い
た
め
首

都
の
病
院
は
ど
こ
も
難
民
で
い

っ
ぱ
い
。
大
使
は
「
人
口
の
二

〇
邨
を
難
民
が
占
め
、
主
要
な

病
院
の
ベ
ッ
ド
は
七
五
価
が
難

民
と
言
わ
れ
て
い
る
。
エ
チ
オ

ピ
ア
、
ソ
マ
リ
ア
な
ど
広
範
囲

の
難
民
を
一
手
に
引
き
受
け
て

い
る
状
態
だ
。
我
々
と
難
民
を

助
け
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　
了
フ
リ
ア
、
結
核
の
流
行
、

栄
養
失
調
に
対
応
す
る
た
め
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
月
末
に
日
本
人
医

師
二
人
を
派
遣
、
二
月
以
降
も

看
護
婦
や
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
医
師
を
派
遣
す

る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
の
曽
肢
茂

さ
ん
は
「
難
民
キ
ャ
ン
プ
付
近

に
診
療
所
を
開
設
す
る
ほ
か
、

車
で
巡
回
診
療
し
た
い
が
、
医

者
も
看
護
婦
も
簡
単
に
は
休
暇

を
と
れ
な
い
の
で
派
遣
で
き
る

の
は
二
十
人
く
ら
い
。
費
用
は

五
千
万
円
く
ら
い
か
か
り
そ
う

な
の
で
外
務
省
の
資
金
援
助
も
一

仰
ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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